
・組織の活動面積　Ａ＝ ｈａ ■ ■ □

・組織の構成員数　約 人

構成員 神子柴区､水利組合､西天竜･伊那土地改良区､営農組合､地区社協､かま塾､地区ＰＴＡ､上農高校、信大など

252 取組開始年度 平成２４年～ 平成２４年～ ―

組織形態

神子柴農地・水・環境保全会　（南箕輪村）

　　　　　　　　みこしばのうちみずかんきょうほぜんかい

86.84 資源向上(共同）
資源向上
(長寿命化）

農地維持

組織の概要
県下一若い南箕輪村の中にあって、神子柴地区も人口増加地区であるが、農地を守る姿勢はきち
んと受け継がれてきた。ただ、農業者の高齢化は進み、担い手の育成は今後の課題である。
地区の特長は、農業者非農業者問わず、諸団体が多く、交流もあり、自助、公助、共助の精神が
共有され、地区の役職から作業活動全般を新旧住民が一体となっていることである。また、保育園、
上伊那農業高校、信州大学も地区内にあり、さらには南信工科短大も新設されたことから保育・教
育連携などによる農村環境保全活動にも取り組み､関係方面からの期待も大きい。

”みんなで守ろう 農地・水”

農地維持活動：区民一斉による水路の草刈りや水利組合役員による水路泥上げなどの保全適正管理

農村環境保全活動：地区PTAと地域の伝統行事や農法などをこどもたちに伝える育成団体"かま塾"が、共同で遊休農地に大麦を蒔き、育
て、刈り取り、はざかけ、脱穀をする一連の活動作業の一部。 近くの保育園児、小学児童も年間をとおし参加する区ならではのイベントで
ある。畑づくりなどは保護者、かま塾、ベテラン農業者などが行う。区民祭用の観賞用カボチャやさつまいもも栽培し、遊休農地発生防止の
ための保全管理と農村特有の景観形成も図っている。 （写真は大麦種まきとさつまいも掘り、おばけカボチャによろこぶ園児たちの様子）


